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鹿島灘有用貝類の増殖に関する基礎研究－Ⅶ

鹿島港周辺海域の有用有害生物群について

細谷卑生・高木英夫・藤本　武

鹿島猷関する生物群の調査は，底棲生物群集について原田・藤本1），生月・遺骸の分布堆郎ついて

藤本21ヒラモヾジガイの食性について藤嘉）の報告があカ，特に外洋性のハマクリとして著名なこの海域

のチョウセンハマグ川ついて匠産卵断関して原出・藤本41稚月の成長について藤太51棲息量忙つ小

て山田・藤本△）の報告がすでにある。

今回は鹿島港の建設が決定し昭和5占年から着工されている防波堤の築堤進行にともなって，移動性の少

孜いとされるこれら底棲生物群についての

変動が想定されるので，港湾周辺海域の棲

息生物群集を採集し分類することとした。

鹿島掛ヒ部の底棲生物群－てついて藤宕）

は55種類の生体・遺骸を採集して報告し

たが，今回この海域から採集されたものは

生体・遺骸を含め120種であった。

しかしながらこれらの個体数を逐一掲載

するととは煩雑であるので，とゝでは特に

有用性のものと有害性のものとK分け，そ

輿●　れらの時期的分布を調べ・他は割愛して報

告する。

最後に採集生物のうち月数の同定につい

て御指導をいただいた国立科学博物館の

渡部思量博士に厚く御礼を申上げる。

Ⅱ　調査方法

との調査は建設途上にある鹿島港（第1

図）の基点を中心とし．ほゞ直線に近い汀

線に沿って南北各10Km（但し第1回調査

は北5Km南7臨）上に各2砧毎に定点を設

け，その垂直上の海域に距打約500mから
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5D Omの長矩形の線上をジクザクに定点を

とれ　棲息生物および遺骸を採集した。　　　　　州

（第2回）

海面上の定点をとることは困難であるが，

今回は幸にして築堤設置用の標柱に旗をたて

押合の調査地点からその位置をとったのでほ

ゞ正確な位置から採集できた。

採集は汀線は四季毎の資料を，海域内は夏

期・冬期の資料をとった。

採集方法は汀線について軋爪の間隔15

耶巾500孤死の自家製の万鍬を徒手で約5m

曳きふるいわけし，海域では各点毎に当地の
7）

月桁漁業による万轍にモジ網（別名総桐）の

袋をつけ約5分間曳レ1た。

これら標本は，各定点毎に生体・遺骸に分

類し各種類の個体数をとカまとめ，有用性の

ものと有害性のものを掃出した。

調査年月日は次のとお力である。

（イ）海　域

昭和40年　7月28日

岡40年12月　8日

同41年　7月19日

岡42年　1月21日

第2図　鹿島港と調査点

桓）汀　　線

昭和40年　7月28日

同40年10月28日

同40年12月　8日

同41年　8月　5日

同41年　7月19日

岡41年10月17日

岡41年12月15日

岡42年　5月28日

Ⅱ　調査結果および考察

（1）生物群集の季節的変動について

採集された128種の生物群は生体・遺骸の出現は変動するが，その動向は鹿島灘の複雑な潮流の変化を

常に受けている。

すなわち・海域（第1表）において昭和40年夏季は港湾の北5Km．南7仏の範周に一様な分布がみられ
－112－
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たが・冬期にいたって生物群集は南2Km以北と南8h以南に分布がうつカ，南4hおよび南引払の両定点は

量的にきわめて薄くなった。そして41年度夏期には南‘血の定点で生体の出現が少なく，生体・遺骸とも

港湾から北寄少に多く，南側では8h以南から群集の層が厚くなっている。41年度冬期にいたって生員は

全採集点に出現したが・遺骸は港湾よ出ヒ寄カが薄く北1Dhにいたってその層がやゝ厚く在っているが，

南2hlの防波堤周辺が予想外に薄い。

この傾向を汀線（第2表）についてみると，48年度夏期の生物群は生体・遺骸とも南に偏在しておれ

南から北への潮流の強さが築姥で阻止されたようにみえる。

これが・秋期にいたると港湾を離れる忙したがい，分布が極端にうすくなわ，冬期は南北各4駄かよび南

8随に集中しているが，南dKmでは全く発見されなかった。

4¶年春妙こ托重体・億骸とも試料が少なく，これらの傾向を判断することは困難であるが，，夏期には生体

●　が港湾北側だけに出現し遺骸は全般的に出現がみられている。これが秋期になると港湾周辺に堆積の厚みが

増している。そして41年冬期は試料が少をいが，42年5月には北8伽に堆積が多くなるとい－う結論がでた．

これらの現象は・海域内の生物群は生体が比較的多いが汀線ではほとんどが遺骸であること，生体は初期

段階では潮流の影響を受けるもののやがては潮流や波浪の影響を受ける汀線から離れていくことなどを掛酌

したうえで考えなければならないにしても，鹿島港周辺の海域軋その波浪方向が周年はゞ海岸線と垂直方

向にあらわれる傾向が報告由）紬でいることなどから，砕波帯内を移動するこれらの生物群のうち遺骸につ

いては海革と汀線との間に関連性があるのではないかと想定したが，必ずしもそうした結果が得られるもの

ではなレつことがわかった。

（2）有用・有害生物群の分布について

鹿島灘で採捕された120種の生物群集を分類し，そのなかから有用生物群として8種軌有害生物群と

して22種籾を摘出し掲載した。

第1表は海域内で，第2表は汀線での生体および逝骸の個体数である。

嘉　●　　有用生物群のうち優占種転汀線，海域とけヨウセンハマクリであるが・さらにウバれコクマガイ・

ダンベイキサゴの順に減少しキサゴ，イクヤガイ，サトウガイは前者に比較しその遺骸すら僅少であった。

しかし生体として発見されるもののなかではチョウセンハマグリとコクマガイの2種の占める割合が大き

く・今回の調査では．ウバガイの生体は全く発見されなかった。つまカ，この海域で発見されやすい有用生

物はチョウ七二／ノ、マクリとコクマガイによって代表されているといえる。

次に有害生物群のうちでたし汀線でヒメスナホリムシ＊が圧倒的に多いがそのほかはキユウシユウナミノ

コ，フジノハナガイ，ワスレガイ，クロマル7才ガイ等が僅か発見され，海域ではハスノハカシノ1ン＊，ヒ

ラモミジガイ＊が多く，特佗前者は圧倒的数量であった。

そしてツメタガイがやや出現するが，フジ／ハナカイは少をく，ワスレガイ，クロウルフヾガイの出現は

さらに少なレ。

このうち生体は・汀榛ではヒメスナホリムシについでキユウシユワナミノコ．フジノハナガイであれ．海

域ではハスノハカシバン，ヒラモ〈ジガイであるが．その他にはスゴガイ，ツメタガイ，・マメコブシガニ専
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がある。

＊‘ヒメスナホリムシは移動性があるために秒単位当少の棲息量をもって表示するのが妥当であると考える。

′、ニスノハカシノくン，ヒラモくジガイはこの海域に多数分布しておれ特はハスノハカシノくンの棲息量は絶

対的多量であわ記載を大部分省略した○

（3）その他の生物群について

この海域で採集されたものは次のとお力である。

種　類　総　数

汀線で発見されたもの

海域で発見されたもの

汀捺・海域で発見されたもの

120種

21種

58種

41種

これらのうち汀線と海域で同時に発見されたものの41種はこれを列記すると次のとお力である。

（アイクエオ版）

7サヒガニモドキ，ア寸，イソチロリ，クソシジさ，ウバガイ，エゾキリカイダマシ，コクマガイ，エゾク

マガイ，エドザクラ，エビジャコ，オオミゾガイ，キクノフキ7グアサリ，キュウシ1ウナギ／コ．クチベ

ニデ，クロマルフヾガイ，グンロクソデガイ．コグチヤダケ，コクマガイ，サトクガイ，スゴカイ，ダンベ

イキサゴ，チ，ワセン′、マクリ，ツメタガイ，ナくジワシラスナガイ，ニシムラザクラ，ニクイロザクラ，

二七マガキ，ハスノハカシバン，ヒメキリガイダマシ，ヒメバカガイ，ヒラツメガこ，ヒロカタビラガイ，

フジ／ハナガイ，ベンケイガイ，ホタルガイ，マメコブシガこ，マガキ，マユイガイ，ムラサキイガイ．ム

ラサキインコ，ワスL／ガイ，

これらのうち遺骸で発見されたものは，汀線で幣死したものや，或は遺骸の形で波浪，潮流，潮汐をどで

移送されたものと考えられるので生体として発見されたものをひろレ1あげると次の8種であった。

アサヒガニモドキ，イソチロリ，．コクマガイ，スゴカイ，ダンベイササゴ，チョウセンハマグリ，ヒラツメ

ガこ，マメコブシガこ，

これらのうち発見されやすいものとしてはチョウセンハマグリ，コクマガイ，ツメタガイの5種である。

したがってこれらの5種はとの海域の環境に強い順応性をもってしつるものと判断できる。

Ⅳ　要　約

1・鹿島港防波堤の南北1Dlhの汀態と5D O～500m沖合の底棲生物の種類をしらべた。

2．生物群集の季節的変動は鹿島瓢の潮流の変化を常にうけている。

五　採集された底棲生物は120種で，打棒に21種，海域に58種，両者に41種であった。

また主な有用種は8種，有害種は22種であった。

4．有用種の倭占種は打払海域ともチョウセンハマグリ，コクマガイで，有害種は打破ではヒメスナホ

リムシ，海域ではハスノハカシパンが特に多かった。
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第1表　　沖合海域の有用および有等生物出現表
て く　 採集 年 月 日 」　　　　　 1 9 ‘ 5 ・ 7 ・ 2 8

種 類 名　 、＼ 竺乳 堅 N － 5 】Ⅳ － 4 N － 5 N － 2 S － 2 ■S － 5 1 S － 4 S － 5 】S － 7 －

（ 有 用 生 物 群 ）

キ　 サ　 ゴ

タ ン ペ イ キ サ コ●

（1）
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r 1 2
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1 1
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－
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∴ ∵ 十

1 9　 8　 8 ・ 7 ・ 1 9

N － 1D N － 8 N 一 ° N － 4 N － 2 l S － 2 S － 4 潤 一 る S － 8 S － 1 0

（ 有 用 生 物 群 ）

キ　　　　 サ　　　　 ゴ 「11
1

ダ ン ベ　 イ　キ サ ゴ 1
（21 （5 ） （1 1

ヒ　メ エ ゾ ポ ラ

サ ト　ウ　ガ イ 「1 1

イ ク ヤ　 ガ イ

コ ク マ　ガ イ 1 晶 5 1 5
付

チ ョウセン ノ、マ ク リ 5 「21 「ろ 7 「言1 1 1 9 1 0 1
／5 1

ウ　　 バ　　 ガ　　 イ r ll 川 （11 rl） rll rl

（ 有 害 生 物 群 ）

べ　 ッ　コ ク　ガ サ ガ イ

コ　ウ　 ＝ダ カ 7 オ ガ イ

ツ　メ　タ　 ガ イ （11 「1 1
1 月 1 1

（11 伯） 佃
1
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エ　 ゾ ク マ　 ガ イ 「11 ／小 r2 1
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ワ ス レ ガ イ r2 1 「1 1
1 ≦ 1

「1 1

キ ク ノフ キ ア グアサ リ

フ　ジ ノ ハ ナ ガ イ （5 ）
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】

ヒ　メ　ス ナ ホ リ　ム　シ
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ヒ　 ラ モ　 ミ　ジ ガ イ
1 1 ∠

イ　 ソ　チ　 ロ リ
2 1 】 L
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l
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1 9 占 7 ・ 1 ・ 2 1　　　　　　　　　 穀長 または

大　 き　 さ

N －1 0 ！Ⅳ－ 8 N － d N － 4 Ⅳ－ 2 由一 2 S － 4 S 一考 己S － 8 S 一・・10 】 （ 堀 ）

1 5．1 、 5 8．0

（1）
1 1 1 2

8 0 、 4 8．0　 1

rA 1 ； 8 5　、 1 1．9

ぐも 2 5 2 9 冊
（1）

立
占．1 －一見　5

テ孟 1 1 0 0 1諭 2 ° 椚 7易 占守 ㍍ 5
4．7 －－ 1 0　4．0

r4 1 （5） 川 r41 r2】 4．8　、 7　0．0

什l

佗1 「1 1 ■〔1 1 rS） （4 1 †2 1 1 R D ・－5　8 0

r21 1 2．9 ‾－2 7 0

rll rl） 1 2．8 、 2　5．0

4．7 一一 a l

r2 1 （引 4．5 、 5 2．0

膣1 占．1 、・鼠4

r2 d H l 〔2 1 2．7 一一1 5．8

／2） ／91 「21 8．8 －－7　2．8

／11

Jll 5．占、・1 5．8

5．5 ・一見 5

1 8．0

4 4 5 1 2
2 ‘．0 、一°　2．0

l g l 虔1 晶 r，品 晶 1 2
rl ）
1 ‘
r12 1

2 2
〔21

ふ

2 1 2 5．0 － 1 0 5，0

† 1 1 1．8　、 1 8　8．0

1 1 1 5 1 5
8 占．〇・一 1 4 5．0
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茨水試：試験報告　　　昭和41年度

第2表　汀線の有用および有害生物出現表

　 採集 年 月 日

種 表 名 空 車 こ

1 9　 8　 5 ・ 7 ・ 2　 8

N － 5 N － 4 N － 5 N － 2 N － 1 S － 1 S － 2 S － 5 S － 4

（有 用 生 物 群 ）
ト

キ　　　　 サ　　 コ■　ゴ

ダ ン ペ イ　キ サ ゴ

ヒ　メ　ユ　ニ′ポ ラ

サ ト　ウ ガ　 イ （1）

イ　メ　ヤ　 ガ イ

9
コ ク　マ　ガ　 イ 1 1 1 1 8 椚

チ ョウセ ンハ マ グ リ （2）
絹

（8 ）
郎

ウ　　 バ　　 ガ　　 イ r5 1
1 7 r 2 2 1 rS l

（ 有 害 生 物 群 ）

ベ ッコ ウ ガサ ガ イ

コ ウダ カ アオ ガ イ

ソ　メ　タ　ガ イ

エ ソ■ク マ ．ガ イ

ミ ク リ　ガ イ

シ マ　 　ヾク リ　ガ イ

ア　ラ　レ　ガ イ

ベ ン　ケ　イ　ガ　イ

エ ゾ ク　マ キ　 ガ イ

ナ ミジ ワシ ラスナ ガ イ

ク　 ロ　マ ル　フ　 ミ　ガ イ

ワ　ス　 レ　ガ　イ （1） （1）

キ ク ノフキ 7 ゲ アサ リ

フ　ジ　 ノ　ハ ナ　 ガ イ

キュウシュウナヾノコガイ （2 ） 佗）

蟹　　 ミ　 ゾ　 ガ　 イ

ヒ　メ　ス ナ ホ リ　ム シ 1 l
l

1 占

ウ　メ　 コ　ブ シ ガ ニ 】

ノヽ　一ス　ノ　ハ　 カ　シ バ　 ン M

ヒ　ラ　モ　 ミ　ジ ガ イ

： ィ ソ チ ロ リ　　　 1
l l

・　 ス　 ゴ　 カ　 イ　 1 1 1 L　　　 ■　 1 　　 1
1
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　 採 集 年 月

種 類 名

　 ＼

1 9　 8　 5 ・ 1 2 ・ 8

N － 1 0 N 一・8 Ⅳ 一 ° N － 4 N － 2 S － 2 S － 4 S － ‘ S － 8

（ 有 用 生 物 群 ）

キ　　　　 サ　　　　 ゴ■

ダ ン ベ　 イ　キ サ ゴ● （2 ）

ヒ　 メ エ　 ゾ ポ ラ （2 1

サ ト　ワ ガ イ

イ ク ヤ ガ イ

コ ク マ ガ イ （5 ） rl）

チ 1 ワ セ ン ハ マ ク リ r8 ） （41 （4）

ウ　 バ　　 ガ　　 イ （1） （1 1 ） （2 5 ） （1）

（ 有 害 生 物 群 ）

ベ タコ ウガ サ ガ イ

コ クダカ 7 オ ガ イ

ツ　メ　タ ガ イ 佗）

エ ゾ ク マ ガ イ

ギ ク リ　ガ イ

シ マ　 ギ ク リ　ガ イ

7　 ヲ　し／ガ イ

ベ ン ケ イ　ガ イ

エ ソ∵ク マ キ ガ イ

ナ ざジ ワシ ラ スナ ガイ

ク ロマ ル フ ミ ガ イ り） （1 ） （1）

ワ ス　 レ ガ イ r2） rl ）

キ ク ノ フ キ 7 ゲ ア サ リ

フ ジ　ノ ハ ナ ガ イ rl） rl）

キーワシュウナギノコガイ r5）

　ヾ　 ゾ　 ガ　　 イ
r l り

ヒ　メ　ス ナ ホ リ　ム ミ／
1

マ　 メ　 コ ブ シ ガ ニ

ハ ス ノハ カ シバ ン rカ

ヒ　ラ モ　 ざ　ジ ガ イ

イ　ソ　チ　 P リ

ス　　 ゴ　　 カ　　 イ l
l
1 1

　 l
－　 1 r l
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茨水試：試験報告　　昭和41年度

種 籾 題 目

1　9　 8 ‘ ・ 7 ・ 1　9

N － 1 D N － 8 N 一 占 N － 4 N － 2 S － 2 S － 4 S － d S － 8

（ 有 用 生 物 群 ）

キ　　　　 サ　　　　 ゴ

ダ ン ベ イ　キ サ ゴ 「5 1

ヒ　メ　エ　 ゾ ポ ラ

サ ト　ウ　ガ イ

イ ク ヤ ガ イ

コ ク　マ　 ガ　イ
2
／1 1 ／11 「11 1

チ y ウセ ンハ マ クリ
1
／11 佗1 「21

1
r21 「11 「ク1 ／11 ／1 1

ウ　　 バ　　 ガ　　 イ 「11 「7 1 ／51 ／5 1 「71

（ 有 害 生 物 群 ）

べ タコ ウガサ ガイ

コ クダ カアオ ガ イ

ツ メ　 タ ．ガ イ

エ　 ゾ ク　マ　 ガ　イ （1） （1） （1） （1）

ギ ク リ　ガ イ

シ マ　 ギ　ク リ　ガ イ

7 テ　レ ガ イ

ベ　 ン ケ　 イ　ガ イ

エ　 ソ■ク　マ　キ ガ イ

ナ ヾジ ワ シナ ス ナ ガ イ （1）

ク　 ロ　マ・ル フ ミ　ガ イ ね）

ワ　ス　レ　 ガ イ
（2）

キ ク ノ フキ7 グア サ リ

フ　ジ ／ ハ ナ ガ イ rl） （1）
1

（11 （1）

キュワシュウナ〈ノコガイ
5 5 （量

（1）

ミ　　 ゾ　　 ガ　　 イ

ヒ メ ス ナ ホ リ　ム シ
1 2

マ　 メ　コ　ブ シ　ガ ニ

ハ ス　ノ　ハ カ シ パ ン 川

ヒ　ラ　モ　 ミ　ジ　 ガ イ

イ ソ チ ロ リ

1 ス ‾ ゴ‾‾‾‾ ヵ ィ

1

l l 1
l
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1 9　占 ．占 ． 11 口 ・ 1 7

S－ 1 0 ラN －1 0
N － 8 竜N －d N －41 N ‾2 1 S －Z S － 4 S － d S －8 L S －1 0

1

l

L
】

l
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l

」山＿＿＿＿”
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L
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土 二
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11 4 1
「9 r41 r 55 1 r51
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1
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1

コ

l

ト
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l （5） （1） （2） （1） （1）

コ
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（2）

（7） （2）

】 1
‾【－ － 14 l

l
l
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】＝ 二l

（1） 2 i　　 7 1 5
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詩 鞄

l

1 9　8　6 ・ 1 2 ・ 1 5

N －1 0 N － 8 N 一 占 N － 4
巨 － 2 】S － 2

S － 4 S 一 °l s － 8 S －1［，

【 （有 用 生 物 群 ）

キ　　　　 サ　　　　 ゴ

タ ン ペ　 イ　キ サ ゴ （2 1
2

ヒ　メ　エ ゾ ポ ラ

サ ト　ウ　ガ イ

イ　ク　ヤ　ガ イ

こ丁ク マ　ガ イ

チ ョウセンハマグ リ 1

ウ　　 バ　　 ガ　　 イ

（ 有 害 生 物 群 ）

ベ ッコウガサガイ

コウダカアオガイ l

ツ　メ　タ　ガ　イ

エ ゾ’ク　マ ガ イ

ヾ ク リ　ガ イ

シ’「■　ミ　ク リ　ガ イ
l
l

7　 ラ　レ ガ イ

ベ ン ケ イ　ガ イ

エ ゾ ク　マ キ　ガ イ

ナ ミジ ワシ ラスナガイ

ク　ロ　ウ　ル　フ　ミ　ガ イ
2

ワ　ス　レ　ガ イ 】

キクノフキア ゲアサ リ

毒　フ ジ ノハ ナ カ イ 4 2 1

i キュウシュウナミノコガイ
1

ミ　　 ゾ　　 ガ　　 イ

： ヒ メ ス ナ ホ リ ム シ
l

1 5 1 5 8 1 4 4 5

し マ メ コ ブ シ ガ ニ

ハ　ス　ノハ カ　シ ノく　ン

㌻　ヒ ラ モ ミジ ガ イ

イ　ノ　チ　ロ リ

i ス　 ゴ　 カ　 イ l
】
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